第31回関東私学6大学対校戦結果　　平成22年11月13日　上柚木競技場
～立教大学に惜敗！総合２位！！～




　


開会式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会式：大会会長挨拶、陣内良昭部長
今年度最後の対校戦、第31回関東私学6大学対校戦は、11月13日、八王子市上柚木公園陸上競技場で開催されました。
「立教大学の5連覇阻止」を目指し4年生を動員し、考えられるベストメンバーの布陣で臨みましたが今一歩及びませんでした。4年生、廣田・古家が獲得した得点が16点。この得点が無ければ完敗です。
この大会でチームとしてのシーズンは終了しました。秋の大会を通じて来季以降の課題も明確になりました。（各ブロックの課題は最終ページに掲載）
《総合結果》


　


閉会式：表彰・総合2位、主将大和田　　　　　　　閉会宣言：幹事校の大役を果たした主務・作井

	順位
	1位
	2位
	3位
	3位
	5位
	6位

	大学
	立教大
	東経大
	明学大
	成蹊大
	上智大
	国学大

	得点
	89
	85
	64
	64
	44
	39


《競技結果》
★１００ｍ
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決勝・金田、松尾　　　　　　　　　　　　優勝・好記録の金田　　　　　　　　　オープン・若杉、大学新
対校予選
金田翔平（３）　10秒99（+0.0）
松尾俊輔（３）　11秒30（+0.0）
対校決勝
金田翔平（３）　10秒86（+0.6）　優勝
松尾俊輔（３）　11秒14　　　　　3位
オープン
若杉大祐（１）　11秒45（+0.0）　大学新
新井　健（１）　12秒32（+0.0）
小島朋也（２）　12秒19（+0.0）
朝井貴也（１）　11秒85（+0.0）
小池清志（２）　12秒75（+0.0）
廣田康大（４）　11秒47（+0.0）
★４００ｍ
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決勝・細矢　　　　　　　　　　　　　　　　　オープン・羽田

対校予選
小宮慎二（３）　51秒90
細矢孝幸（２）　50秒82　　　自己新
対校決勝
細矢孝幸（２）　51秒43　　　8位
オープン
羽田　匠（２）　51秒66
田中雄太（３）　52秒07
今井隼也（２）　52秒49　　　自己新

★１５００ｍ


　


2位・奥澤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オープン・先頭は柴
対校決勝
奥澤　匠（３）　3分58秒73　　2位
安達健人（２）　4分06秒85　　6位
オープン
諸角　暁（２）　4分07秒01　
佐山賢成（２）　4分07秒24
柴　佑希（２）　4分12秒74
前　一平（３）　4分14秒03
増田真也（１）　4分15秒27
金子孔昭（３）　4分16秒91
杉山俊紘（１）　4分18秒21
時庭　崇（３）　4分21秒51
冨澤昇吾（１）　4分25秒84
土田康平（２）　4分27秒61
八島　丈（１）　4分28秒19
武内孝浩（１）　4分32秒05　　自己新
原田　光（３）　4分38秒87　　自己新
関沼雅大（３）　4分40秒35

★５０００ｍ
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優勝・諸角　　　　　　　　　　　　　　　　2位・佐山　　　　　　　　　　オープン・ペースメーカー添田コーチ
対校決勝
諸角　暁（２）　15分02秒51　　優勝
佐山賢成（２）　15分02秒90　　2位
オープン
安達健人（２）　15分08秒06　　自己新
柴　佑希（２）　15分18秒60　　自己新
金子孔昭（３）　15分23秒81
原口　雄（２）　15分32秒90
杉山俊紘（１）　15分33秒65　　自己新
時庭　崇（３）　15分35秒42
奥澤　匠（３）　15分47秒54
八島　丈（１）　16分11秒64
冨澤昇吾（１）　16分18秒78
前　一平（３）　16分20秒93
増田真也（１）　16分40秒19
土田康平（２）　16分09秒05
中嶋　聡（１）　16分32秒18
関沼雅大（３）　16分35秒30
★４×１００ｍＲ


　

2走・松尾⇒3走・細矢
対校決勝
東経大（大和田、松尾、細矢、金田）　42秒71　　2位
★４×４００ｍＲ


　


応援団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3走・田中⇒4走・羽田
対校決勝
東経大（松尾、小宮、田中、羽田）　3分19秒96　　2位
★走高跳


　


優勝・廣田「見納めです」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2位・大和田
対校決勝
廣田康大　（４）1ｍ90　　優勝
大和田真慈（３）1ｍ75　　2位
★走幅跳
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3位・大和田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4位・古家
対校決勝
大和田真慈（３）6ｍ63（+0.0）　　3位
古家嗣久　（４）6ｍ51（+1.4）　　4位
★砲丸投



対校決勝
廣田康大（４）8ｍ70　　7位
古家嗣久（４）7ｍ13　　10位
★円盤投



対校決勝
朝井貴也（１）19ｍ66　　9位
今井隼也（２）15ｍ72　　11位
★やり投



対校決勝
古家嗣久　（４）38ｍ03　　8位
大和田真慈（３）27ｍ87　　10位

来シーズンに向けて、各ブロックの課題

＜短距離ブロック＞

100ｍは、金田（3）・松尾（3）の二人とそれに続く選手との差が大きすぎる。細矢（2）・福寿（1）はリレーでは無難に走ってくれるが、まだまだフラットレースでの記録が悪すぎる。また、そのほかのメンバーの奮起も期待したい。来春の関東ICでは、レギュラー4人が10秒台で出場を目指す。

400ｍは、主力メンバーが実力者揃いだが今シーズンは見るべきものが全くなかった。49秒台はゼロ、50秒前半が1名という惨状である。それも、中距離ブックの山本が出した記録。このままでは、このブロックから、4×400mＲのメンバーに入れる選手はいなくなってしまう。今回の400ｍ・対校では細矢がかろうじて8位入賞を果たしただけ、今シーズンの不調を物語るような結果であった。光明は、4×400mＲで今シーズン初の3分20秒をきったこと。そのラップは、1走・松尾が50秒5、2走・小宮が50秒9、3走・田中が49秒6、4走・羽田が49秒2であった。ラップではあるが、田中・羽田の49秒台は評価できる。特に今シーズン不調に苦しんでいた田中のがむしゃらな走りは、何かこのチームに足りないヒントを与えてくれた。冬季トレーニングで意識と発想を変えた泥臭い練習を徹底的にやるべきだ。
＜中距離ブロック＞

山本、今井の頑張りには頭が下がるが、記録的には伸び悩んでしまった。練習内容も試行錯誤しているが、この冬、決めたことに徹底して取り組む姿勢で臨んでもらいたい。800mＡ・B標準突破で、長距離ブロックの奥澤と3人で出場を目指してもらいたい。

＜長距離ブロック＞

夏場の走り込みの成果が徐々に表れだしている。今月・来月の5000ｍ、10000ｍレースと冬季のロードレースでは、必ず、好結果が出ると確信している。練習は出来ているので、結果を出して自信をつけるのみ。来年の箱根予選会では、出場選手全員の記録は、5000ｍ14分台、10000ｍ30分台で臨みたい。

＜跳躍ブロック＞

跳躍は少人数ではあるが、新1年生を加えて、ブロックとしての活動が出来るように持って行きたい。また、大和田は最終学年の来年度、関東IC・三段跳上位入賞を目指す。

＜投擲ブロック＞

投擲選手は現在4年生1名。毎年、入部希望者がいるが、グラウンドの現状から練習場所の確保が難しく、入部を諦める学生が相次いでいる。また、推薦入試による勧誘は控えている。何とか、グラウンドの問題を解決して投擲ブロック復活を目指したい。
